
⽂化庁委託事業 
ndjc：若⼿映画作家育成プロジェクト２０２５ 
⻑編映画の企画・脚本開発サポート 

募 集 要 項 
１．概  要 

⽂化庁が主催する「令和７年度 短編映画製作等を通じた若⼿映画作家⼈材育成」は、次代を担う若⼿映画作家の
発掘と育成を⽬的として、映像産業振興機構（VIPO）が⽂化庁から委託を受けて運営する⼈材育成事業です。 
 
本プロジェクトでは、プロデューサーを中⼼とした講師陣による指導のもと、才能ある若⼿監督に対し、オリジ
ナル⻑編映画の企画・脚本開発およびパイロット映像制作のサポートを⾏います。座学や個別指導により、商業
⻑編映画監督として必要な知識や視点を⾝に付け、クオリティ・実現可能性ともに⾼度な企画・脚本開発を⽬指
します。 
オリジナル映画の企画書・脚本を公募し、選考委員による⼀次選考にて 10〜15 名（組）を選出します。選出さ
れた作家は、講義にて商業⻑編映画作品を製作するにあたり必要な知識や考え⽅を学び、企画書・脚本を改稿し
ます。そのうえで最終選考を⾏い、２名（組）を選出します。 
 
選出された作家は講師による指導のもとで企画・脚本開発、パイロット映像制作に取り組み、開発された脚本と
パイロット映像をもって映画製作者に向けたプレゼンテーションを⾏います。パイロット映像の制作にあたって
は、企画の魅⼒や伝え⽅・アピール⽅法を⾒直す機会を提供します。また、作家⾃⾝が主体となって取り組むこ
とで、スタッフや制作体制に対する理解を深め、現場感覚を養うとともに、プレゼンテーションや今後の展開に
向けた実践的な経験を積むことを⽬指します。 
 
２．応募資格 

・⽇本国籍⼜は⽇本の永住資格を有すること。 
・⻑編映画※１監督経験者。または ndjc 製作実地研修参加者。 
 ※１40分以上の映画。ただし商業⻑編映画監督作※2は２作品以内とする。 
 ※2東京地区に於いて有料で初公開された 40分以上の劇場⽤劇映画及びアニメーション作品。 
  劇場公開を⽬的に製作された新作で、東京地区の同⼀劇場で 1 ⽇ 3 回、かつ 2週間以上連続して映画館のみ

で上映された作品。 
・既にプロデューサーと企画を検討している場合も応募可とするが、育成対象は監督のみとする。 
 ただし、脚本開発の際にはプロデューサーも参加すること。 
・最終選考に通過した場合、2025 年 10⽉〜2026年 3 ⽉までの研修に参加できること。 
 
３．提出物 

 ①履歴書・経歴書（ndjc2025 指定書式） 
 ②劇場⽤オリジナル映画脚本（１⼈１作品／Ａ４横、縦書き／Word・PDF両形式を提出） 

※過去に本プロジェクトに応募済みの作品は不可。 
※尺は 90分〜120分程度を想定して執筆すること。 
※冒頭に登場⼈物表をつけること（年齢、ふりがなも添える）。 
※脚本は応募する作家⾃⾝が執筆する。ただし作家が創作の主体である場合に限り、脚本協⼒者も認める。 

 ③企画書（書式及び枚数⾃由／プロットを⼊れ込むこと） 
※プロデューサーや決定済みの座組がある場合は、構成メンバーを明記すること。 

 ④参考映像（視聴可能リンク／１作品まで／作家⾃⾝が監督した作品で、作家性があらわれているもの） 
※著作権等の関係で提出ができない場合は、その旨を記載すること。 

⑤参考映像についての説明⽂（A4・1枚／⾃由形式） 
※映像でこだわった点、表現したかったこと、現時点での反省点などを記載すること。 

 



４．提出期限等 

《提出締切》２０２５年６⽉３０⽇(⽉) １２：００ 
※応募を考えている⽅は、できるだけ事前に事務局へ応募の意思がある旨をご⼀報ください。 

《提出⽅法》ndjc@ndjc.bunka.go.jp 宛に、メールにてお送りください。 

 
５．留意事項 

（１）当プロジェクトは⼈材育成事業であり、当プロジェクトにおいて映画化を⾏うものではありません。 
（２）プロジェクトをとおして、研修参加者に対しては、いかなる報酬も⽀払われません。 
（３）最終選出者の脚本開発時における交通費等は、規程の範囲内で⽀払われます。 
（４）当プロジェクトにて開発された脚本の著作権は、執筆者に帰属します。 
（５）申込書等の提出書類に記載された個⼈情報は審査にのみ使⽤しますが、⼀次選考後は通過者の⽒名、応募

脚本名等を公開しますので、予めご了承ください。 
（６）応募時の提出物は返却しません。記載内容に関して照会する場合がありますので、必ず写しをとり保管

してください。提出物は選考後、事務局で責任をもって廃棄します。 
（７）プロジェクト参加作家の審査等は、事務局内に設置する有識者による選考委員会で公正に⾏います。 

審査基準・審査結果に関するお問い合わせには⼀切応じることはできません。 
（８）最終選出者には、2025 年 10 ⽉〜2026 年 3 ⽉に実施される研修の参加に⽀障がないよう、期間中のスケ

ジュールを調整いただきます。 
 
６．スケジュール 

 ５⽉ 16⽇(⾦) 作家募集開始 
 ６⽉ 30 ⽇(⽉) 応募書類提出締切 
 ８⽉〜９⽉ ⼀次選考 
 ９⽉〜10⽉ 通過者を対象にした講義 
 ⇒講義を受けてブラッシュアップした企画書の提出（脚本の改稿も可） 
 10⽉下旬 ⾯接・最終選考 
 11⽉〜3 ⽉ 脚本開発（〜12 ⽉）・パイロット映像制作（１⽉〜３⽉） 
 3 ⽉          映画製作者に向けたプレゼンテーション 
  ※事情により、スケジュール等が変更になる場合もございます。予めご了承ください。 

 
−問い合わせ先− 

特定⾮営利活動法⼈映像産業振興機構（VIPO）内 ndjc 事務局 
〒104-0045 東京都中央区築地４-１-１ 東劇ビル２Ｆ 

TEL：03-3543-7531 ／ FAX：03-3543-7533  
MAIL：ndjc@ndjc.bunka.go.jp ／ HP：https://ndjc.bunka.go.jp/ 


